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青梅市議会議員

「介護や、生活が苦しい。」「相続の事
で困っている」など多くの相談が寄
せられています。市にお願いしたり、
弁護士さんを紹介して、解決の為に
行動しています。何でも相談、ご要望
などお気軽にご連絡ください。

連絡先 090-4003-9987

暮らしの相談、法律相談(要予
約)は、お気軽にどうぞ！

　青梅市議会に、ワクチン接種について改善を求める２件の陳情が提
出されました。１件は趣旨採択、１件は不採択となりました。
　日本共産党市議団は、市民の方から切実な陳情が寄せられたことを
真 に受け止め、これからも一層の改善が必要であるという考え方か
ら、２件の陳情を「採択すべき」と主張しました。

新型コロナウイルス

ワクチン
支援を

新 休日・平日夜間診療所が完成しました
健康センター横に

0428-20-7708

発熱の有無で入口が分けられています。写真
は発熱者用で、反対側に一般用があります。

これまで健康センター内にあった休日・夜間診療所
でしたが、新診療所は独立した建物になりました。

　党市議団は、新型コロナ対
応に苦慮していた地域の診療
所や発熱患者さんの声を受
け、昨年６月から「発熱外来の
確保、設置、休日診療所の強
化」を要望しました。
　市は国の交付金を活用し、
９月に新しい休日診療所の建
設を決定。その後、工事が進め
られ、今年７月２日、市の健康
センターの横に、新しい診療
所が開設されました。

新診療所の電話番号は

陳情２件ワクチンの接種・予約

P

希望する
方には

接種

　５月に始まったワクチン接種は、当初、予約できる窓口が少なかった
ために電話が殺到し、「何回電話してもつながらない」、「接種や予約方
法の見直しを」など、多くの苦情や意見が寄せられました。
　日本共産党市議団は、コールセンターの体制増強や、より長期間の見
通しを立てること、会場のバリアフリーなどについて、申し入れを行い
ました。その後、予約受付体制やサポートの増強、７５歳以上の先行予
約、夜間接種や個別接種の開始、６４歳以下は年齢を区切って段階的に
予約接種を行うことなど、順次改善が行われました。
　感染が爆発的に拡大する中、中高年や若者への接種の促進と、高齢者
や障害者、基礎疾患のある方でも様々な事情で申し込みができない方
など、希望する方には、まだまだ支援と改善が必要です。

採択を主張しました
「市民の声を受け止め改善を」
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青梅市議団

　新型コロナのワクチン接種会場となった沢井市民セン
ター体育館は、階段が多く手すりも不十分で、スロープもあ
りません。利用された市民から改善を求める声が寄せられま
した。私は１１ヶ所の市民センター・体育館をすべて視察し、
現状について市の見解をたずね、改善を求めました。
　６月議会で小曽木市民センターのスロープ整備について
は、補正予算が組まれており、沢井市民センターのみバリア
フリーの計画がないことがわかりました。国や都などの補助
金も活用し、まずは手すりを早期に設置するよう求めまし
た。
　また市では市民センターの統合・削減の計画があります
が、避難所にもなる身近な公共施設を残すよう計画の見直し
を求めました。

沢井市民センター体育館など

コロナ対策こそ最優先にするべきですコロナ対策こそ最優先にするべきですコロナ対策こそ最優先にするべきです
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ワクチンの予約やお困りのことはお気軽にご連絡ください

公共施設のバリアフリー化促進を

五輪も学校の観戦も「中止を」と申し入れ

　青梅市では、小中学生７０００人が、国立競技場など
でオリンピック・パラリンピック大会を観戦する計画
（学校連携観戦）でしたが、この計画は「中止」とするこ
とが、７月５日、青梅市教育委員会から発表されまし
た。
　この行事は、新型コロナ感染を心配する保護者のほ
か、多くの子どもたちを先生が引率し、電車で現地に向
かう計画であることなどから、「熱中症の心配が強く、
安全に責任が持てない」と、先生たちからも不安の声が
上がっていました。
　日本共産党市議団は、安全面を優先し、多くの保護者
の合意を得るためにも、市教育委員会として「中止」の
判断をすること、あわせて五輪そのものも中止を求め
るように、市に申し入れを行いました。
　中止が決定し、学校の説明を聞いた保護者からは、

「まわりにいる人たちもホッとした様子でした」と安堵
の声が聞かれました。
　しかし、菅政権・東京都は、五輪競技大会については、
４度目の緊急事態宣言下でも開催を強行し、感染者は
オリンピック期間中に爆発的に上昇しました。ワクチ
ン接種だけに頼るのではなく、医療・検査体制の強化や
営業・くらしの補償など、日本では特に弱いとされてき
たコロナ対策の強化が必要
であることは明白です。
　特に、宣言下でのオリン
ピック開催は、国民に対する
矛盾したメッセージとしか
言いようがありません。現実
を見ない政府の姿勢を転換
することが必要です。

市内の市民センターでスロープがないのは沢井のみで、階
段の手すりも途中までしかありません

６月議会一般質問


